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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第３四半期連結
累計期間

第41期
第３四半期連結
会計期間

第40期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成21年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成19年
10月１日
至平成20年
９月30日

売上高（千円） 31,462,9599,554,73941,122,566

経常利益（千円） 1,586,999213,7661,983,152

四半期（当期）純利益（千円） 728,915 84,339 835,239

純資産額（千円） － 11,105,70310,753,312

総資産額（千円） － 17,082,21318,133,205

１株当たり純資産額（円） － 892.27 863.95

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 58.56 6.77 67.12

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 65.0 59.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
446,238 － 2,223,644

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△843,768 － △2,501,004

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△701,931 － 535,006

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 3,189,1754,288,636

従業員数（人） － 1,129 1,046

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,129(2,134)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

 

 

(2）提出会社の状況

 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 1,123(1,730)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメント別に示すと、次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

精肉事業（千円） 2,006,500

惣菜事業（千円） 1,171,509

食品事業（千円） 532,850

合計（千円） 3,710,860

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は、製造原価によっております。

３．上記の金額に消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っており、受注状況について記載すべき事項はありません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメント別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

精肉店舗（千円） 3,092,535

その他精肉部門（千円） 22,178

精肉事業（千円） 3,114,714

ダイニング店舗（千円） 2,474,290

その他惣菜店舗（千円） 274,864

惣菜事業（千円） 2,749,155

しぐれ部門（千円） 868,800

和菓子店舗（千円） 924,195

その他店舗部門（千円） 14,813

その他食品部門（千円） 10,462

食品事業（千円） 1,818,272

柿安店舗（千円） 186,934

ビュッフェ店舗（千円） 1,447,144

その他レストラン店舗（千円） 238,519

レストラン事業（千円） 1,872,598

合計（千円） 9,554,739

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

　２．上記の金額に消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

 

４【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が判断

したものであります。 

 

（１）業績の状況 

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融危機の影響を受け、企業業績の大幅な落ち込みや設

備投資の抑制、雇用情勢の悪化による個人消費の減少など、景気低迷が続く厳しい状況となりました。

　食関連業界におきましては、消費者の生活防衛意識の高まりから、買い控えや節約志向が顕著になったことに加え、

新型インフルエンザの感染拡大懸念から人の集まる百貨店・量販店などを避ける行動により、その環境は更に厳しい

ものとなりました。

　このような環境のなか、当社グループは、『味と接客サービスのエクセレントカンパニー』を目指し、更なる「柿

安」ブランドの強化のため、人財の強化、商品、業態の更なるブラッシュアップ及び内部管理体制の強化を図ってまい

りました。

　出退店につきましては、収益構造の改善を図るべく積極的な出店と並行して地方を中心とする低採算、不採算店の閉

鎖を進めており、出店については和菓子店舗「口福堂」５店の他、mozoワンダーシティへの炭火焼ハンバーグカキヤ

ス店舗、中華ビュッフェ店舗「上海柿安」や路面惣菜店舗「おかずや柿安」など計９店を出店し、一方で４店を閉鎖

いたしました。

　以上の結果、消費低迷を受け、売上高が前年同四半期比3.3％減となるなど苦戦し、当第３四半期連結会計期間の売上

高は9,554,739千円、営業利益は204,973千円、経常利益は213,766千円、四半期純利益は84,339千円となりました。　

　

事業の業種別セグメントの業績は次のとおりであります。

　　

（a）精肉事業　

　松阪牛、柿安牛や鹿児島ＸＸ（ダブルエックス）豚、あぐー豚など、当社オリジナル及び主力ブランド畜肉類の販売

促進とともに、技術スタッフ研修の強化による小間切れなどの商品強化をはじめ、ボリュームゾーン商品のブラッ

シュアップを進めました。また「ご当地ブランドフェア」として横浜地域における横濱ビーフや博多における赤うし

など地産地消の推進を行いました。

　この結果、当事業の売上高は3,114,714千円、営業利益は191,430千円となりました。

　

（b）惣菜事業

　新商品投入、定番商品のブラッシュアップ及び調理研修の拡充による商品強化の継続とともに、販促の充実を行ない

集客力の向上に努めました。また出退店につきましては、スクラップ＆ビルドを進め、主要都市の名古屋において、お

かずや柿安藤が丘店を出店し、一方でスズラン高崎ダイニング他、地方百貨店内の２店舗を閉鎖いたしました。

　この結果、当事業の売上高は2,749,155千円、営業利益は164,101千円となりました。

　

（c）食品事業　

　和菓子部門においては、当第３四半期連結会計期間に「口福堂」５店「柿次郎」１店を出店し、店舗網を121店に拡

大するとともに、季節商品や量販店のセール時対応商品の開発およびブラッシュアップを進めてまいりました。また、

しぐれ部門におきましても、中元ギフトに対する百貨店への営業強化とともに、量販店へのローラー営業の展開を実

施いたしました。　

　この結果、当事業の売上高は1,818,272千円、営業利益は74,148千円となりました。
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（d）レストラン事業

　平成21年４月には、mozoワンダーシティに炭火焼ハンバーグカキヤスmozoワンダーシティ店、上海柿安mozoワンダー

シティ店を同時出店するとともに、肉料理業態「柿安」における主力メニューのすき焼き・しゃぶしゃぶの肉質向

上、ボリューム増及びランチメニューの刷新やビュッフェ店舗の立地特性に応じた個店メニュー強化を図りました。　

　しかしながら、景気後退による特に高級業態「柿安」への影響に、新型インフルエンザ発生に起因した、百貨店・

ショッピングセンターの集客低下に伴うレストラン店舗全体への影響も加わり、非常に厳しい状況となりました。

　この結果、当事業の売上高は1,872,598千円、営業利益は16,161千円となりました。

　

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間末

に比べ668,337千円減少し、3,189,175千円となりました。

 

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の減少は、335,140千円となりました。

　これは、主に法人税等の支払による支出等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　投資活動による資金の減少は、214,896千円となりました。

　これは、主に有形固定資産の取得による支出等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動による資金の減少は、118,299千円となりました。

　これは、主に長期借入金の返済による支出等によるものであります。

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。 

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

　前連結会計年度末に計画していた重要な設備の新設、改修のうち当第３四半期連結会計期間に完了したものは次

の通りであります。

 

＜　提出会社　＞ 

 事業所名 

 （所在地）

 事業の種類別セグメ

ントの名称 
 設備の内容  完了年月  増加能力

 上海柿安mozoワンダーシティ店　

　　　　

（愛知県名古屋市西区）

レストラン事業 「上海柿安」店舗 平成21年４月 76席

 炭火焼ハンバーグカキヤス

 mozoワンダーシティ店　

（愛知県名古屋市西区）

レストラン事業
「炭火焼ハンバーグ

カキヤス」店舗
平成21年４月 54席

 おかずや柿安藤が丘店

（愛知県名古屋市名東区） 
 惣菜事業 「おかずや柿安」店舗 平成21年４月 －

 

＜　国内子会社　＞

　[柿安グルメフーズ株式会社]

 事業所名 

 （所在地）

 事業の種類別セグメ

ントの名称 
 設備の内容  完了年月  増加能力

 口福堂ダイエー

　いちかわコルトンプラザ店

 （千葉県市川市）

食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年４月 －

 口福堂ジャスコ

　ワンダーシティ店

 （愛知県名古屋市西区）

食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年４月 －

 口福堂ダイエー新浦安店

 （千葉県浦安市）
食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年４月 －

 口福堂広島祇園サティ店

 （広島県広島市）
食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年４月 －

 口福堂イオン土浦

　ショッピングセンター店

 （茨城県土浦市）

食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年５月 －
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また、第３四半期連結会計期間末時点における当連結会計年度末までの事業の種類別セグメント別の新たに確定し

た重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

 

会社名
事業所名

(所在地)

事業の種類

別セグメン

トの名称 

 設備の内容
 投資予定額（千円） 資金調達

 方法

 着手及び

 完了予定年月

 完成後

 の増加

 能力総額 既支払額 着手 完了

 提出会社
 おかずや柿安尾張旭店

（愛知県尾張旭市）
惣菜事業

「おかずや柿安」

 　　　 　店舗 
 30,8004,500 自己資金

平成21年

８月 

平成21年

９月 
－

 柿安

 グルメフーズ

 株式会社

 口福堂ペルチ土浦店

　（茨城県土浦市）

 他　　　　　　　　２店舗　

食品事業
「口福堂」店舗

他　　　２店舗　
 19,148－  自己資金

平成21年

７月 

平成21年

７月 
－

       (注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,300,800

計 46,300,800

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,446,700 12,446,700ジャスダック証券取引所  単元株式数100株

計 12,446,700 12,446,700 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。  

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年４月１日～ 

平成21年６月30日 
－ 12,446,700－ 1,269,238－ 1,074,763

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　   　200 － 単元株式数100株

 完全議決権株式（その他）  普通株式　12,445,300              124,453 同上

 単元未満株式  普通株式　　　 1,200 － －

 発行済株式総数            12,446,700 － －

 総株主の議決権 －               124,453 －

 （注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権の数３個)含ま

れております。

 

②【自己株式等】

平成21年６月30日現在 

所有者の氏名又

は名称
所有者の住所 

自己名義所有株

式数（株） 

他人名義所有株

式数（株）

所有株式数の合

計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合(％) 

株式会社柿安本店
三重県桑名市

吉之丸８番地
200 － 200 0.0

計 － 200 － 200 0.0

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
10月

11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 1,127 981 900 900 880 870 896 970 1,055

最低（円） 843 890 860 862 848 840 867 870 960

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。なお、第１四半期連結会計期間

（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一

部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の

四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,789,175 4,888,636

受取手形及び売掛金 2,943,212 2,797,189

商品及び製品 225,949 144,879

仕掛品 346,409 338,139

原材料及び貯蔵品 152,510 151,478

繰延税金資産 242,050 210,842

その他 88,202 79,128

貸倒引当金 △4,525 △3,203

流動資産合計 7,782,984 8,607,091

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,071,966 3,878,389

土地 2,438,404 2,438,404

その他（純額） 978,636 1,059,926

有形固定資産合計 ※
 7,489,007

※
 7,376,721

無形固定資産

その他 167,282 161,346

無形固定資産合計 167,282 161,346

投資その他の資産

投資有価証券 210,660 255,349

破産更生債権等 117,960 －

繰延税金資産 205,032 479,467

差入保証金 941,982 859,680

その他 286,463 394,748

貸倒引当金 △119,160 △1,200

投資その他の資産合計 1,642,938 1,988,046

固定資産合計 9,299,229 9,526,113

資産合計 17,082,213 18,133,205
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,335,138 1,339,020

未払金及び未払費用 1,290,727 1,773,014

未払法人税等 6,635 414,275

賞与引当金 515,049 344,647

役員賞与引当金 19,749 43,170

その他 778,540 672,521

流動負債合計 3,945,840 4,586,649

固定負債

長期借入金 1,907,500 2,297,500

退職給付引当金 10,050 10,005

役員退職慰労引当金 74,669 368,891

関係会社事業損失引当金 － 66,977

その他 38,450 49,869

固定負債合計 2,030,670 2,793,243

負債合計 5,976,510 7,379,892

純資産の部

株主資本

資本金 1,269,238 1,269,238

資本剰余金 1,074,763 1,074,763

利益剰余金 8,757,416 8,377,006

自己株式 △271 △145

株主資本合計 11,101,146 10,720,862

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,556 32,449

評価・換算差額等合計 4,556 32,449

純資産合計 11,105,703 10,753,312

負債純資産合計 17,082,213 18,133,205
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 31,462,959

売上原価 17,574,731

売上総利益 13,888,228

販売費及び一般管理費 ※
 12,326,234

営業利益 1,561,993

営業外収益

受取利息 4,549

受取配当金 3,026

その他 50,222

営業外収益合計 57,798

営業外費用

支払利息 28,544

その他 4,248

営業外費用合計 32,793

経常利益 1,586,999

特別損失

固定資産売却損 18,464

固定資産除却損 68,012

貸倒引当金繰入額 117,960

その他 24,026

特別損失合計 228,464

税金等調整前四半期純利益 1,358,534

法人税、住民税及び事業税 367,500

法人税等調整額 262,119

法人税等合計 629,619

四半期純利益 728,915
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 9,554,739

売上原価 5,407,567

売上総利益 4,147,171

販売費及び一般管理費 ※
 3,942,198

営業利益 204,973

営業外収益

受取利息 1,358

受取配当金 1,612

その他 16,485

営業外収益合計 19,456

営業外費用

支払利息 9,115

その他 1,547

営業外費用合計 10,663

経常利益 213,766

特別損失

固定資産売却損 9,597

固定資産除却損 20,606

その他 1,166

特別損失合計 31,369

税金等調整前四半期純利益 182,396

法人税、住民税及び事業税 150,200

法人税等調整額 △52,142

法人税等合計 98,057

四半期純利益 84,339

EDINET提出書類

株式会社柿安本店(E03283)

四半期報告書

15/25



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,358,534

減価償却費 604,267

賞与引当金の増減額（△は減少） 170,401

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △23,421

退職給付引当金の増減額（△は減少） 175

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △294,222

貸倒引当金の増減額（△は減少） 119,282

受取利息及び受取配当金 △7,576

支払利息 28,544

有形固定資産除却損 43,601

有形固定資産売却損益（△は益） 18,464

売上債権の増減額（△は増加） △145,435

たな卸資産の増減額（△は増加） △90,371

仕入債務の増減額（△は減少） △3,881

未払金の増減額（△は減少） △588,774

破産更生債権等の増減額（△は増加） △117,960

未払消費税等の増減額（△は減少） 65,431

その他 74,644

小計 1,211,705

利息及び配当金の受取額 7,237

利息の支払額 △27,443

法人税等の支払額 △745,261

営業活動によるキャッシュ・フロー 446,238

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600,000

定期預金の払戻による収入 600,000

有形固定資産の取得による支出 △713,587

有形固定資産の売却による収入 309

投資有価証券の取得による支出 △2,095

関係会社の整理による収入 15,400

長期貸付金の回収による収入 1,929

差入保証金の差入による支出 △45,828

差入保証金の回収による収入 2,529

その他 △102,424

投資活動によるキャッシュ・フロー △843,768
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △352,500

自己株式の取得による支出 △126

配当金の支払額 △348,505

その他 △799

財務活動によるキャッシュ・フロー △701,931

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,099,461

現金及び現金同等物の期首残高 4,288,636

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,189,175
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による

原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主

として移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法)により算定しております。

この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益に与える影響はありません。

 (2)リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計

基準第13号 平成５年６月17日 (企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正)

及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号 平

成６年１月18日 (日本公認会計士協会 会計制度委員会)、平成19年３月30日改正)が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用す

ることができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計

基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま

す。なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

を適用しております。

この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益に与える影響はありません。 
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を省略し第２四半

期連結会計期間に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

 

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

 

　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

(有形固定資産の耐用年数の変更)

当社及び連結子会社は、平成20年度の法人税法改正により法定耐用年数が見直されたのを機に耐用年数の見直しを行っ

た結果、改正後の法定耐用年数と同一の耐用年数を適用しております。

これに伴い当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ8,219千円増加し

ております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額

4,450,181千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

3,986,712千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額

  店舗家賃 2,703,818千円

  給料及び手当    5,354,365

  賞与引当金繰入額 415,899

  役員賞与引当金繰入額 19,749

  役員退職慰労引当金繰入額 10,359

  

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額

  店舗家賃 807,714千円

  給料及び手当    1,799,322

  賞与引当金繰入額 134,693

  役員賞与引当金繰入額 6,579

  役員退職慰労引当金繰入額 2,991

  

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

 現金及び預金勘定 3,789,175千円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △600,000　

 現金及び現金同等物 3,189,175
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　　　　

至平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

 

    普通株式                    12,446,700株

　

２．自己株式の種類及び株式数 

 

    普通株式                           229株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

　　配当金支払額 

（決議）  株式の種類
 配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当金（円）
基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年12月19日

定時株主総会 
普通株式  　　 348,505 　　　  28 平成20年９月30日平成20年12月22日利益剰余金 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間　（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）

 
精肉事業
（千円）

惣菜事業
（千円）

食品事業 
（千円）

レストラン
事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

 売上高                             

(1）外部顧客に対する

売上高
3,114,714 2,749,1551,818,2721,872,5989,554,739 － 9,554,739

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
333,5215,28191,3283,615433,747(433,747) －

 計 3,448,2352,754,4371,909,6001,876,2139,988,487(433,747) 9,554,739

 営業利益 191,430164,10174,14816,161445,842(240,869) 204,973

 

当第３四半期連結累計期間　（自平成20年10月１日 至平成21年６月30日）

 
精肉事業
（千円）

惣菜事業
（千円）

食品事業 
（千円）

レストラン
事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

 売上高                             

(1）外部顧客に対する

売上高
10,617,5358,911,7706,167,7195,765,93431,462,959 － 31,462,959

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
968,25519,603290,61110,0301,288,500(1,288,500) －

 計 11,585,7908,931,3736,458,3315,775,96432,751,460(1,288,500)31,462,959

 営業利益 1,038,038675,962397,280213,7572,325,038(763,044) 1,561,993

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．会計処理の方法の変更 

（1）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 1.会計処理基準に関する事項の変

更(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 たな卸資産」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)を適用しておりま

す。この変更に伴う各セグメントの営業利益に与える影響はありません。

（2）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 1.会計処理基準に関する事項の変

更(2)リース取引に関する会計基準の適用」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「リース取引

に関する会計基準」(企業会計基準第13号 平成５年６月17日 (企業会計審議会第一部会)、平成19年３月

30日改正)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号 平成６年１月

18日 (日本公認会計士協会 会計制度委員会)、平成19年３月30日改正)を早期適用しております。この変更

に伴う各セグメントの営業利益に与える影響はありません。

３．追加情報 

「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より平成20年度の法人税法改正を機に、改正後の法定

耐用年数と同一の耐用年数を適用しております。この変更に伴う各セグメントの営業利益に与える影響は軽微

であります。 
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間　

（自平成20年10月１日　至平成21年６月30日） 

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社はありませんので、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び当第３四半期連結累計期間　

（自平成20年10月１日　至平成21年６月30日） 

　海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）

 有価証券は、当社グループの事業の運営における重要性が乏しく、かつ、前連結会計年度末日に比べて著しい変

動がないため記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成21年６月30日） 

　当社グループは、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

１株当たり純資産額 892.27円 １株当たり純資産額 863.95円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 58.56円 １株当たり四半期純利益金額 6.77円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 728,915 84,339

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 728,915 84,339

期中平均株式数（千株） 12,446 12,446

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

（リース取引関係）

著しい変動がないため記載を省略しております。 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月14日

株式会社柿安本店

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 市川　康夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 榛山　榮一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社柿安本店の

平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年

６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社柿安本店及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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